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お問合せ・ご相談
お気軽に

会期は6/1〜/23の23⽇間の予定

コロナ対策の補正予算(案)は11億

国・都の⽀援や市の独⾃事業の拡充を
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アンケート結果をみても、はけと野川を壊す道路はいらない ＆ 議会傍聴アンケートが常時実施︕

ひとことニュース︓市議会議員選挙の⽇程が確定。3⽉14⽇告⽰。投票⽇は3⽉21⽇。

＜坂井えつ⼦ プロフィール＞
●1980年⼤阪⽣まれ。緑町に転⼊、現在は桜町在住。緑⼩、緑
中⼩⾦井北⾼、⽇本⼤学法学部卒業 ●⽇本福祉教育専⾨学校⼊
学 ●2015年市議補選で初当選 ●2017年再選。厚⽣⽂教委員、
庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員、議会運営委員、広報協
議会委員 ●湖南衛⽣組合議員、三多摩上下⽔及び道路建設促進
協議会 第３委員会(道路)、⼩⾦井市⼟地開発公社評議員 ●市⺠
⾃治こがねい、全国フェミニスト議員連盟、緑の党、市⺠⾃治
をめざす三多摩議員ネットワークなどに参加。

6/1,2 本会議 /16予算特別委員会

⼩⾦井市 新型コロナウイルス感染症関係コールセンター
特別定額給付⾦(10万円給付)の問合せもこちらへ
電話︓042-383-1970 FAX︓042-383-5020

10万円給付
よくある質問
はこちら(市HP)

11億
215万円

くらしを守る 8億1,259万円
地域を守る 2億5,161万円

市⺠サービスの基盤を守る 1,271万円いのちを守る 2,525万円

○ 前年売上15％以上ダウンで、
賃貸物件で事業をしている等の要件を
満たす中⼩企業や個⼈事業主などに、
20万円給付 2億5,161万円

○ 集団検診の個別化 1,410万円
○ 医療機関 ・福祉施設にマスク等を
配布 629万円

○ 都知事選の期⽇前投票所開設⽇
数増など 135万円

○ PCRセンターに物資提供 94万円

○ 市役所での感染防⽌ 232万円
○ 市⺠交流センター等の使⽤料⾦
(2⽉末〜3⽉)キャンセル分を補填

1,038万円

ひとり親や地域商店への⽀援など要望
してきた項⽬も予算化されています。

⽀援漏れのないよう制度の拡充が必要です。

○ 市⽴⼩中学校にインターネット回線整備＆
⼀⼈に１台パソコン 7億3,666万円

○ ひとり親家庭（児童扶養⼿当受給者）
に特別給付⾦ 2,815万円

○ コロナの影響による家賃補助(住居確保
給付⾦)の要件緩和 1,493万円

○ 登園・登所⾃粛分の保育料や学童保育
育成料を⽇割りで還付 983万円

市の緊急対応⽅針にもとづく補正予算案が⽰されました。国や都の補助⾦＆⼩⾦井市の貯
⾦(財政調整基⾦)を2億2千万円使います。これで、残りの貯⾦はおよそ29億円。

６⽉1４⽇(⽇）午後２時〜４時

今回はZOOMを使います。
参加希望の⽅にアドレスをお伝えしますので、
info@sakaietsuko.com、等坂井までご連絡を。

市⺠のご意⾒を届けたら市政が動いた
新型コロナウイルスでのお困り事アンケート

⼩⾦井の今とこれからについて話そう
坂井えつ⼦の議会報告＆意⾒交換会 vol.26 

宇都宮健児さんを応援
7⽉5⽇は、東京都知事選挙

今回は
オンライン開催

6⽉18⽇告⽰、7⽉5⽇投開票で、東京都知事選挙が⾏わ
れます。市政と都政は切り離すことはできません。宇都宮さんが
6⽉1⽇に発表した「今都政に求められる課題16項目」はど
れも必要な政策です。坂井は宇都宮さんを応援します。

ハガキやWEBを使って、コロナでのお困りごとアンケートを実施。
いただいたお声を基に市に要望書を提出しました。妊産婦への
⽀援不⾜というお声を市政に届けると、市HPに両親学級の動
画が公開され、図書館の順次再開を︕という声を届けると⼀
部開館。市政を動かすキッカケになりました。

*数字は万単位で表⽰

http://sakaietsuko.com


6/8(⽉)10時頃から 坂井の⼀般質問

⼩⾦井市が3⽉頃に
⾏った市⺠3000⼈に
向けた2路線のアンケー
ト結果をみると、

都に計画中⽌を求めよう︕はけと野川を
壊す道路計画

東京都は、5⽉５⽇に「新型コロナウィルス感染症の状況を踏まえた当⾯の都政運
営について」を出しました。「現下の状況を踏まえ速やかに休⽌する事業」として、「都
市開発の推進等に関する事業」、「街路整備」が挙げています。
改めて確認された⺠意や都の動向捉えて、⻄岡市⻑から事業の中⽌を求めるよう、

提案します。

道路の必要性よりも
⾃然や景観保護が
優先と考える市⺠
が多い

30%
回答率は

(903人)

また、問１で、道路計画を知っていると答えた⼈(回答者の3⼈に1⼈）が、問２で
そう思うと答えたTOP7は、道路建設の“デメリット”でした。
計画を周知するほど、建設の“デメリット”を認識する⼈は増えるのです。

アンケート項目
3・４・1
号線

3・４・11
号線

はけや湧⽔、野川の多様な⽣態系に影響を及ぼす

昔からの街並み、武蔵野公園や野川周辺の景観が変わる

道路整備に莫⼤な費⽤と時間がかかる（費⽤は都負担)

55.6%
56.9%
57.0%

50.6%
48.1%
47.4%

ことがわかりました。

そう思う項⽬のTOP３は、道路建設の“デメリット”

●市議会傍聴アンケートは普段の議会でも⾏おう︕
⽇曜議会の時だけ⾏われている“傍聴アンケート”。普段⾏っている議会

でも市⺠の意⾒を聞けるよう、常時実施を提案しました。
およそ１年の審議を経て、実現︕６⽉議会から実施しています。

Etsuko’s EYE 〜こんな視点で活動しています〜

●議員も介護⼦育てしやすい環境整備＆多様性を認めあおう
市議会では、2016年に制定した議会基本条例の検証をしています。
よりよい条例にするための提案をしました。“議員活動と育児介護等を両

⽴できるような環境整備に努めること”、“年齢や性別、性⾃認や性的指
向、障害の有無や程度など、多様性を認めること”を条⽂に明記しようとい
う内容です。条例の検証委員会で議論を重ねています。

項 ⽬

1 救命救急センターへの時間短縮になる
2 はけなどの⾃然や⽂化財が失われる

問1 道路計画を知っていましたか︖

問2 14項⽬の内容について、そう思うかをチェック

7項⽬ずつ

→ 知っていた ・ 知らなかった

“メリット” “デメリット”

No そう思う

…

アンケート概要


